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１．はじめに

布田川・日奈久断層帯は，阿蘇外輪山の西側から

八代海南部に分布する長大な活断層帯である．主に

右横ずれと断層南東側の相対的な隆起を伴い，断層

帯南西部では並走する断層によって小規模な地溝帯

が形成されている．このうち八代海海底断層群は，

断層帯南西部にあたり，北東－南西走向の多数の断

層から構成される（第 1 図）．これまでの調査によれ

ば，海底下の更新統には断層活動に伴った累積的な

変位が認められ，一部には完新統の変位も報告され

ている（第 2 図）．熊本県（1998）では，芦北町の白

神岩より北方約 500 m 地点付近で実施した音波探査

断面において変位が認められた．その地点でピスト

ンコア調査が実施されている．得られたピストンコ
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soft X-ray, tephra and 14C dating. We intended to clarify faulting history and slip per event of each target 
fault. Based on the various analyses of piston-cores on the northwestern portion of the Yatsushiro Sea, 
two paleoseismic events in Holocene period were recognized. The firsit event was between 1,700-1,520 
cal yBP and 270-50 cal yBP. The second event was after 11,100-10,690 cal yBP and before 2,850-2,740 
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アの観察によれば，コアの層相は上位（海底面）か

ら下位にかけて次の通りである（第 2 図）．Ⅰ層（第

2 図の水色の部分）は粘土からなる海成堆積物で，

ウニ・貝殻片を僅かに含む．Ⅱ層（第 2 図の黄色の

部分）はウニ・貝殻片を含む浅海成堆積物，Ⅲ層（第

2 図の茶色の部分）は腐植土，Ⅳ層（第 2 図のピン

ク色の部分）は火山灰混じり砂であった．音波探査

断面とピストンコアの結果を総合して，音波探査断

面でⅡa 層より上位は変位が認められず，その下位

にみられるⅡb 層が，くさび状の構造を埋めて断層

下盤側にのみ認められる堆積層と解釈された．その

結果，断層活動はⅢ層の堆積が終了した約 10,000 
yBP 以降であり，Ⅱa 層の堆積が始まっている 3,800 
yBP よりは前であったとされた（同位体分別補正を
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行った炭素年代値）．

しかし，八代海海底断層群の全体の分布や変位様

式，活動履歴などを詳細に検討できる情報は得られ

ていないのが現状である（地震調査研究推進本部，

2002）．そこで，文部科学省が進める平成 21 年度沿

岸海域活断層調査「布田川・日奈久断層帯」で実施

された音波探査の結果をもとに，八代海北部（第 1 図，

第 3 図）に分布する断層群の活動時期，活動間隔な

どの活動履歴と平均変位速度の解明を目的として，

ピストンコアリングによる試料採取調査を実施した．

２．調査概要

布田川・日奈久断層の南西部は，八代海海底断層

群により構成されており，断層が数条に分かれ小規

模な地溝帯を形成している（第 3 図）．ピストンコア

リングによる柱状採泥位置は，既往の文献資料と東

海 大 学 に よ る パ ラ メ ト リ ッ ク 地 層 探 査 装 置

（SES2000）の探査結果に基づき決定した（楮原ほか，

2011a；坂本ほか，2011）．八代海海底断層群の分布

が北東へ向かって収斂する芦北町北部沖に HG-7 か

ら HG-9 を設定した．この場所は熊本県による既存

調査地点付近（白神岩，第 3 図参照）である．八代

海海底断層群の分布が南へ向かって広がる御所浦島

沖では，海底付近まで直線的な変位が達している箇

所を中心に HG-1 から HG-4 を設定した．NPO みら

い有明・不知火（2005）によれば，設定したピスト

ンコアリング地点の大部分の底質はシルトであるが，

HG-1 および HG-2 付近の底質は，若干粒度が粗く細

粒砂となる傾向にある．第 3 図に示す計 7 地点でピ

ストンコアの採取を行った．第 1 表に採取したコア

の諸元を示す．今回はピストンコアラーとグラビ

ティーコアラーの 2 種類の採泥方法を用いた．ピス

トンコアラーでは 5 m と 4 m の採泥管を組み合わせ，

インナーチューブには 4 m の塩ビ管を用いた．グラ

ビティーコアラーは 1 m の採泥管をつなぎ，最大

7 m までとした．インナーチューブには 1 m のアク

リル管を用いた．HG-1とHG-2ではピストンコアラー

で採泥を行うことができた．パミスを多く含む火山

砕屑物で構成される HG-3 と HG-4 ではピストンコア

ラーの採泥管が変形したため，グラビティーコアラー

で試料採取を行った．また，熊本県により調査が行

われ，既存情報が得られている白神岩付近では，く

さび状の堆積物が最も厚い地点を中心として，その

両側も含めた合計 3 地点で，可能な限り長くコアを

採取することを目標とした．最初にグラビティーコ

アラーや短めのピストンコアラーで掘削を行ってか

ら，最大長のピストンコアラーで試料採取を行った．

このため，同一地点で 2 本のコアの採取となった．

この後に述べる詳細な分析は HG-1，HG-2，HG-3，
HG-4-2，HG-7-2，HG-8-2，HG-9-2 に対して行った．

３．分析

海上で採取したピストンコアは，船上でインナー

チューブを 1 m 毎に切断し，ゴム製のコアキャップ

で両端を密封した後，ビニールフィルムで包み試料

の乾燥を防いだ．室内作業では，最初に半割作業を

行い，アーカイブ（保存用）コアとワーキング（作

業用）コアに分けた．アーカイブコアでは土色計で

土色を測定し，観察・写真撮影を行い，再び密封し

て保管した．

ワーキングコアを用いて帯磁率・単位体積重量・

含水率・火山灰などを分析するための試料を採取し

た．土色測定は 10 cm 間隔，帯磁率は 2 cm 間隔で測

定し，単位体積重量および含水率は 5 cm 間隔にサン

プリングした試料で測定した．土色は半割直後に，

単位体積重量と含水率はワーキングコア解体直後，

速やかに試料採取を行い，計測した．

単位体積重量の測定には古地磁気測定用のキュー

ブを用いており，湿潤重量は試料採取直後の重量を

指す．これを 24 時間以上，約 80℃で乾燥させた重

量を乾燥重量とし，両重量の差を重量変化とみなし

た．

年代測定は地球科学研究所に依頼し，加速器質量

分 析 計 を 用 い た AMS 法（Accelerator Mass 
Spectrometry 法）を用いて測定した．

帯磁率の測定は，半割したボーリングコアに U －

チャネル（タテ 20 mm ×ヨコ 20 mm，長さは最大

150 cm の溝状のもの）を押し込んで，連続的に棒状

コアを採取し，バーティントン社製の帯磁率計を用

いて 1 cm 間隔で行った．

火山灰分析は，帯磁率の測定結果や層相観察をも

とに，火山灰ガラスの濃集が期待されるところは数

十 cm 間隔で超音波洗浄を行い，火山ガラスが濃集

する残渣試料については京都フィッショントラック

に火山灰の同定を依頼した．

X 線撮影はアーカイブコアから長さ 25 cm 毎にサ

ンプリングケースに採取し，産業技術総合研究所に

て行った．

４．各コアの分析結果

第 2 表に AMS 炭素年代測定値を示す．表中の年

代は同位体分別補正を行った 14C 年代（conventional 
radiocarbon age, yBP）である．火山灰分析において

超音波洗浄の結果，火山ガラスが濃集する残渣試料

が得られたものの，大部分は異なる起源の火山ガラ

スが混在する二次堆積のテフラであった．HG-4-2 コ

アの深度 1.76～1.97 m において，降下層準の AT テ

フラ（26-29ka；町田・新井，1992）が確認されたの

みである．第 4 図から第 10 図に各コアの分析結果を

示す．
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4.1 HG-1（第 4 図）

深度 4 m までの上部は砂を挟む有機質粘土がみら

れた．深度 4 m 以上の下部は粗粒砂で構成される．

湿潤・乾燥重量と帯磁率が調和的な変化を示してい

る．これに対して，重量変化と b* 値が調和的な変化

を示し，湿潤・乾燥重量，帯磁率とは逆相関の変化

を呈する．深度 2 m まで湿潤・乾燥重量と帯磁率が

増加している．これは，下位に向かって粗粒化して

いる影響と思われる．一方，重量変化，L*，b* 値は

減少傾向にある．湿潤・乾燥重量と帯磁率には大き

く 3 つの山がみられる．深度 3.18 m で AT テフラと

K-Ah テフラ（7.3ka；町田・新井，1992）が混在す

る二次堆積テフラがみられ，深度 3 m の下部にみら

れる帯磁率のピークに相当する．HG-1 の炭素年代は

いずれも 10,000 yBP 前後の値しか得られなかった．

4.2 HG-2（第 5 図）

コア上部は層厚 1 m ほどの貝殻混じりの細粒砂が

みられた．深度 1 m 以深では大部分が有機質粘土と

なる．湿潤・乾燥重量と帯磁率が調和的な変化を示

している．これに対して，重量変化と b* が調和的な

変化を示し，湿潤・乾燥重量，帯磁率とは逆相関の

変化を呈す．帯磁率は深度 3 m 以浅では大きく，3 m
以深では小さい傾向にある．深度 3.5 m 付近に帯磁

率のピークがみられる．この部分からは二次堆積の

AT テフラが確認された．上部の砂層中から得られた

葉から 1,920±40 yBP の炭素年代が得られているが，

深度 1 m 付近で 9,000 yBP を超える炭素年代を示す．

4.3 HG-3（第 6 図）

この地点ではグラビティーコアラーでも 2 m 程度

しか試料採取できなかった．基本的に火山灰質の粗

粒砂で構成される．このコアからは年代測定用の試

料は得られなかった．帯磁率は下部に向かって増加

する傾向にある．これに対して，湿潤重量や乾燥重

量には，明瞭な変化がみられない．

4.4 HG-4-2（第 7 図）

最上部 70 cm にみられる貝殻片を多く含むシルト

層を除き，HG-3 と同様に基本的に火山灰質の粗粒砂

で構成される．深度 0.8 m より下部では，厚さ 3 cm
から 6 cm 程度のパミス濃集層が数枚確認され，この

ようなパミスの濃集層は HG-3 ではみられなかった．

パミスの濃集層の間は，下方粗粒化の堆積構造を示

す．帯磁率は HG-3 と異なり，上部が高く，下部で

は一旦減少して再び増加するといった弓形の変化を

示す．湿潤重量や乾燥重量も類似した変化を示す．

上部のシルト層から採取した植物片から 650 yBP の

炭素年代が得られた．

4.5 HG-7-2（第 8 図）

主に有機質のシルトからなり，部分的に砂層を挟

む．帯磁率は深度 1 m に向かって増加した後，一旦

減少して，下部では高い値を示す．湿潤・乾燥重量

は帯磁率と同様な傾向を示す．上部のシルト～粘土

層中の土壌の炭素年代測定値は 2,340 ±40 yBP から

9,480±50 yBP とばらついた値を示し，次に述べる

HG-8-2 や HG-9-2 と比較して海底面に近い地層で

あっても古い炭素年代を示す．

4.6 HG-8-2（第 9 図）

深度 6 m 付近で砂層を挟む以外，上部は貝殻片を

含むシルト，下部は有機質シルトで構成される．深

度 5 m に向かって，湿潤・乾燥重量は微増している．

重量変化と b* 値は微減して， L*，a* 値には大きな変

化は見られない．帯磁率は一旦減少した後，弓形の

変化を示す．これまでのコアに比べて，均質度が高

いと思われる．上部のシルト層から採取した貝殻の

炭素年代は 1,300 yBP より新しい年代を示すが，下

部では 10,000 yBP を超える古い年代を示す．

4.7 HG-9-2（第 10 図）

HG-8-2 と同様の層相を呈する．帯磁率をはじめと

して，湿潤・乾燥重量なども HG-8-2 と同様の変化

を示している．また，上部のシルト層に含まれる貝

殻の炭素年代は 1,000 yBP より新しい年代を示し，

下部では 10,000 yBP 前後の古い年代を示す．

５．対比

5.1 コア間の対比

コア間の対比は，最初に層相・年代測定結果およ

び帯磁率の大局的な変化を基本に対比の枠組みを作

り，次に湿潤・乾燥重量，土色，帯磁率を詳細に検

討して，値の変化率が変わるところなど同様な変化

を示す箇所に着目して検討した．HG-3 および

HG-4-2 間は対比線を同定できるだけの情報が得られ

なかったため対比を行っていない．最終的には帯磁

率の変化（第 11，12 図）を基準にして対比を行った．

HG-7-2，HG8-2，HG9-2 の間では，L1 および L2
を対比した．L1 は HG-8-2，HG-9-2 の下部において

有機質粘土～シルトに変化する部分で，帯磁率や重

量変化にも大きな変化がみられる．L2 は有機質粘土

層上部の砂層下部とした．

HG-1，HG-2 の間では，深度 1 m から 2 m 付近の

帯磁率が高い部分の上部を L4 とした．帯磁率の変

化をさらに下部にみていくと，一旦減少し，深度

3 m 以深の有機質粘土中でピークを示す．このピー

クを L3 とした．L3 のピークにおいて，HG-1 では

AT テフラと K-Ah テフラ，HG-2 では AT テフラの二

次堆積物が確認されている．
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HG-8-2 と HG-9-2 において，L1 と L2 間の帯磁率

の変化をみると，HG-9-2 では若干の増減を伴うが，

上部は低く下部は高い 2 つの部分に分けられる．

HG-8-2 では，L2 の直下に幅の広い 2 つのピークが

認められる．HG-9-2 ではそのような幅の広いピーク

はみられない．そこで，この部分を Event A とした．

HG-9-2 で最上部から L2 までみると，深度 2 m 付近

の砂層で帯磁率のピークを示す．一方，HG-8-2 でも

同様な傾向を示すが，砂層上部の深度 5 m 付近で一

旦減少して増加する部分がみられる．Event A ほど明

瞭ではないが，この部分を Event B とした．HG-1 と

HG-2 の帯磁率において，L3 と L4 の間を比較すると，

HG-1 では高い部分と低い部分に分かれるが，HG-2
ではその間にやや高い部分がみられる．HG-2 側のこ

の帯磁率の変化を Event C とした．

5.2 解釈および音波探査結果との関係

帯磁率の変化を中心としたコア間の対比で得られ

た Event A～Event C の解釈を行うために，SES2000
断面（坂本ほか，2011）およびブーマー断面（楮原

ほか，2011b）との比較を行った．炭素年代に関して，

これ以降同位体分別補正炭素年代（conventional 
radiocarbon age ; yBP）に加えて，Intcal04（Reimer et 
al., 2004）を用いた暦年較正後の年代（cal yBP）を

併記する．

5.2.1 八代海海底断層群北東部（HG7-2，HG8-2，
HG9-2）

第 13 図に HG-7-2，HG-8-2，HG-9-2 の帯磁率およ

び SES2000 の A-10 断面（坂本ほか，2011）と比較

した結果を示す．SES2000 断面において，浅部で明

瞭な内部構造がみられない部分はシルトに相当して

いる．コア間の対比で見いだされた Event A，B のう

ち，Event A の部分ではくさび状に落ち込み，堆積層

が厚くなる部分に相当する．Event B 付近では全体的

に反射面が乏しく，どの程度浅い部分まで断層構造

が認められるか不明である．そこで，楮原ほか（2011b）
によるブーマーの GSY-18a 断面の解釈結果（R1～
R3）を第 13 図に示す．GSY-18a 断面（楮原ほか，

2011b）の解釈では，FA-1 断層により R1 は 5 m 程度，

R2 は FA-1 断層により 2 m 程度の上下変位が認めら

れた．R3 は浸食面であり，断層変位は認められない．

このことから，R1 以後～R2 以前に Event Ⅰ，R2 以

後～R3 以前に Event Ⅱが推定された．コア間の対比

で見いだされた Event A は R1 と R2 との間に，Event 
B は R2 と R3 の間にあり，FA-1 断層近傍に位置して

いる．したがって横ずれ断層の引きずりに伴うイベ

ント堆積物と考えられる．そこで，Event AをEventⅠ，

Event B を Event Ⅱと考えると，Event Ⅱの発生時期

はその上下の年代値から 1,680±40 yBP（1,700～1,520 
cal yBP）以後，530 ±40 yBP（270～50 または 30～0 
cal yBP）以前と推定される．下限の年代値は貝以外

の試料から得られた年代値を採用した．Event Ⅰの

発生時期はその上下の年代値から 9,540±40 yBP
（11,100～10,690 cal yBP）以後，660 ±40 yBP（2,850
～2,740 cal yBP）以前と推定される．年代値は貝以

外の試料から得られた年代値を採用した．

5.2.2 八代海海底断層群南西部（HG-1，HG-2）
第 14 図に HG-1 および HG-2 の帯磁率および

SES2000 の L-9 断面（坂本ほか，2011）と比較した

結果を示す．コア間の対比で得られた対比線と対応

する反射面を見いだすことはできなかった．楮原ほ

か（2011b）によるブーマーの GSY-5 断面の解釈結

果（R8～R9）を第 14 図に示す．楮原ほか（2011b）
によれば，HG-1 と HG-2 の間には FA-5 断層が認め

られており，R8 に 2 m 弱の上下変位を生じさせてい

る．Event C の下面は R8 に相当している．R9 と R8
の間の反射面を詳しく見ると，FA-5 断層により変位

を受けた反射面の最上面が Event C 上面に相当する．

一方，この反射層はHG-1ではかなり薄層化している．

したがって，Event C は R8 以後～R9 以前の FA-5 断

層活動によるイベント堆積物で，ブーマーの GSY-5
断面で推定された Event Ⅲに対応すると思われる．

Event CをEventⅢと考えると，EventⅢの発生時期は，

その上下の炭素年代に基づくと 10,020 ±50 yBP
（11,760～11,270 cal yBP）以後，1,920±40 yBP（1,940
～1,810 cal yBP）以前と推定される．ただし，年代

測定試料の違いにより，特に HG-1 側では年代の逆

転が多く見られ，真の堆積年代を示していない可能

性がある．一方，HG-1 において L3 よりも下部に

K-Ah が含まれていることから，Event Ⅲが K-Ah 降

下以後である可能性もある．その場合の Event Ⅲの

発生時期は K-Ah 降下以後（7.3 ka），1,920 ±40 yBP
（1,940～1,810 cal yBP）以前と推定される．

5.2.3 八代海海底断層群南西部（HG-3，HG4-2）
第 15 図 に HG-3 と HG-4-2 の 帯 磁 率 お よ び

SES2000 の L-9 断面（坂本ほか，2011）と比較して

対比を行った結果を示す．ブーマーの GSY-5 断面（楮

原ほか，2011b）と比較した結果，コア間に複数のフ

ラワー構造状の断裂が認められるが，コア間の対比

線は同定できなかった．

６．まとめ

本調査によって，八代海海底断層群の北部におい

て，過去の地震活動による断層変位を確認し，その

活動時期に関して以下のような結果を得た．

八代海海底断層群北東部では，ピストンコア調査

で得られたイベント性堆積物の年代と音波探査断面

から読み取れるイベント層準との照らしあわせから，

1 万年前以降少なくとも 2 回の活動が推定される．

ひとつは 1,680±40 yBP（1,700～1,520 cal yBP）以後，
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530±40 yBP（270～50 または 30～0 cal yBP）以前

（Event B，楮原ほか，2011b の Event Ⅱに相当），そ

の一つ前は 9,540±40 yBP（11,100～10,690 cal yBP）
以後，2,660±40 yBP（2,850～2,740 cal yBP）以前（Event 
A，楮原ほか，2011b の Event Ⅰに相当）である．

八代海海底断層群南部ではK-Ah降下以後（7.3 ka），
1,920±40 yBP（1,940～1,810 cal yBP）以前のイベン

トが確認された（Event C，楮原ほか，2011b の Event
Ⅲに相当）．

しかし，最新活動時期に関しては，今回参照した

ブーマーは SES2000 と比較して浅部での解像度が低

く，より高い分解能の対比が望まれる．これに対応

したより多くの年代測定結果も必要と思われる．ま

た，いくつかのイベント層が認定されたが，本断層

群は横ずれ成分が卓越するため，最新活動時期や平

均活動間隔の検討に当たっては陸域を含む他の地域

の情報と併せて検討する必要がある．
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第 1 表．ピストンコア調査諸元表（緯度・経度は世界測地系）．
Table 1. Specifications of piston coring.
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第 2 表．炭素年代測定結果．
Table 2. Results of 14C radiometric age determination.
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第 1 図．布田川・日奈久断層帯位置図（地震調査研究推進本部，2002）．赤実線は布田川・日奈久断層
帯を示す．黒破線は断層帯の北東部．中部，南西部の境界を示す．黒四角は第 3 図の範囲を示す．

Fig. 1. Location map of Futagawa-Hinagu Fault Zone (The Headquarters for Earthquake Research Promotion, 
2002). Red solid lines in the figure denote the Futagawa-Hinagu Fault Zone. Black solid lines and dashed 
lines represent the location of Fig.3 and boundaries of Futagawa-Hinagu Fault Zone, respectively.

第 2 図．既存のピストンコア調査結果（熊本県，1998）．図中の数字は同位体分別補正炭素年代（yBP）を示す．I：海
成層，Ⅱ：浅海性堆積物，Ⅲ：有機質粘土，Ⅳ：火山灰混じり砂質堆積物．

Fig. 2. Results of the previous piston coring (Kumamoto Prefecture, 1998). Numerical values in the figure denote conventional 
radiocarbon age (yBP). I: marine sediments, II: shallow marine deposits, III: organic clay, IV: volcanic sand deposits. 
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第 3 図．ピストンコア調査地点．赤実線は布田川・日奈久断層帯（地震調査研究推進本部，2002）
を示す．青丸はピストンコア採取地点を示す．

Fig. 3. Location map of sites of piston coring. Red solid lines and solid blue circles in the figure denote the 
Futagawa-Hinagu Fault Zone (The Headquarters for Earthquake Research Promotion, 2002) and the 
locations of the piston coring sites, respectively.

第 4 図．HG-1 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
Fig. 4. Results of HG-1 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).
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第 5 図．HG-2 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 5. Results of HG-2 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).

第 6 図．HG-3 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 6. Results of HG-3 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).
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第 7 図．HG-4-2 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 7. Results of HG-4-2 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).

第 8 図．HG-7-2 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 8. Results of HG-7-2 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).
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第 10 図．HG-9-2 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 10. Results of HG-9-2 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP). 

第 9 図．HG-8-2 ピストンコア調査結果．柱状図の数字は同位体分別補正炭素年代（conventional radiocarbon age, yBP）．
凡例は第 4 図参照．

Fig. 9. Results of HG-8-2 piston core. Numerical values in figure indicate conventional radiocarbon age (yBP).
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第 12 図．HG-1, HG-2 の対比結果．L3 および L4 は対比されたレイヤー．青破線は推定された Event．
Fig. 12. Susceptibility Relation between piston cores. L3 and L4 in figure denote correlated layers. Blue dashed 

lines in the figure indicate interpreted event deposit. 

第 11 図．HG-7-2, HG-8-2, HG-9-2 の対比結果．L1 および L2 は対比されたレイヤー．青破線は推定された Event．
Fig. 11. Susceptibility Relation between piston cores. L1 and L2 in figure denote correlated layers. Blue dashed lines in the figure 

indicate interpreted event deposit. 
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第 14 図．HG-1，HG-2 の対比結果と SES2000 断面（坂本ほか，2011）との比較．上：SES2000 の断面．下：SES2000
の断面に HG-1，HG-2 の帯磁率変化と，コア間の対比で得られた対比線（L3，L4）および Event（Event C）を
示す．また，楮原ほか（2011b）による GSY-5 断面の解釈結果（R8～R9）も示す．

Fig. 14. Comparison between SES2000 Sakamoto et al. (2011) and result of interpretation of piston cores of HG-1 and HG-2.

第 13 図．HG-7-2，HG-8-2，HG-9-2 の対比結果と SES2000 断面（坂本ほか，2011）との比較．
上：SES2000 の断面．下：SES2000 の断面に HG-7-2，HG-8-2，HG-9-2 の帯磁率変化と，
コア間の対比で得られた対比線（L1，L2）および Event（Event A，Event B）を示す．
また，楮原ほか（2011b）による GSY-18a 断面の解釈結果（R1～R3）も示す．

Fig. 13. Comparison between SES2000 Sakamoto et al. (2011) and result of interpretation of piston 
cores of HG-7-2, HG-8-2 and HG-9-2.
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第 15 図．HG-3，HG-4-2 と SES2000 断面（坂本ほか，2011）との比較．上：SES2000 の断面．
下：SES2000 の断面に HG-3，HG-4-2 の帯磁率変化を示す．

Fig. 15. Comparison between SES2000 Sakamoto et al. (2011) and result of interpretation of piston 
cores of HG-3 and HG-4-2.


